
大金持ちの陰謀  
金持ち父さんのお金についての８つの新ルールを学ぼう～ロバート・キヨサキ 

｛ 腐敗行為 ｝ 

バーナード・マドフ（ナスダックのトップにいた男）２００８年５００億ドル

規模のポンジー・スキーム（ねずみ講詐欺）を展開し富裕層だけでなく学校・慈

善団体・年金基金からお金を搾取。 

 アメリカ大統領の報酬はわずか４０万ドル、その地位を獲得するために５億

ドルが選挙に費やされる、その為に資金提供者・ロビー活動との関係を生む。 

｛ 大金持ちの陰謀 ｝ 

 １９７４年米国議会は「従業員退職所得保障法４０１（K）」この法律で確定

給付型年金を享受することから、確定拠出型（DC）年金プランに加入せざるを

えない状況に追い込み株式や投信に強制的に投入させている。 

 バラク・オバマ大統領は自分の政権重要ポストにクリントン政権を支えた

人々を多数任命、政府から４５０億ドルの支援を受けたシティグループ「ロバー

ト・ルービン元財務長官」は新たに誕生するシティグループの副会長に就任。 

 シティグループとトラベラーズ（最大の金融コングロマリット）を作り上げた

のはビル・クリントン大統領・アラン・グリーンスパーン連邦準備制度理事会議

長の支持を得て行われた。 

 ウォーレンバフェットが金融大量破壊兵器と呼んだ複雑なデリバティブ商品

の販売を加速しその結果、世界経済全体が大きな打撃を受けることになった。 

 ２００８年１１月までに米国政府は総額７，８兆ドルの経済救済策を発表、今

回の金融危機による世界全体の損失は商品・株式・債券・不動産の合計で６０兆

ドル以上になると推計されている。これまで世界の中央銀行・政府が発表した問

題解決のための資金拠出合計では１０兆ドルであり残りの５０兆ドルは誰がこ

の穴埋めをするのだろう。 

 個人のお金の管理を大きな視点からみると、多くの人が懸命に働きながら楽

にならない。 

① 税金＝１０００ドルのうち普通の人には２００ドルしか利益にならない 

② 借金＝３０年住宅ローン金利で購入とほぼ同額金利を支払っている 

③ インフレ＝金の裏づけのないドル紙幣の増刷 

④ 年金プラン＝支配する力をウオール街に与えた 

｛ お金に対する陰謀 ｝                Ｐ １ 



 １９７１年８月１５日米国ドルが死んだ、この日ニクソン大統領は議会の承

認も得ずに米ドルと金の関係を断った、その結果ドルはオモチャの金になり無

制限ともいえるドル発行を続けている、サブプライムローン始め有害な債務担

保証券に投資した世界中の人達が何兆ドルも失った、その原因の一つは銀行が

裏づけのないお金を作り出したこと「ゲームの名は借金」 

 １９７０年には１０００ドルでおよそ金２８オンスが買えた、２００９年に 

金は１オンス当たり９００ドルに、つまり１０００ドルが２，５万ドル２５倍 

 ２００９年までに AIG（保険会社）に１８００億ドル以上の納税者のお金がつ

ぎ込まれた、その内、１，６億ドルは重役のボーナスに、５００億ドルはゴール

ドマンサックス、メリルリンチ、バンクオブアメリカといくつかのヨーロッパの

銀行に支払われた、要は借金の返済。AIG は企業の赤字としては史上最高の約６

１７億ドルを計上、更にクレディマック（住宅ローンを保証する公社）はそれを

上回る救済が必要となる可能性がある。 

 金融危機がここまで大きくなった原因の一つは２００４年に５大投資銀行が

貸し出せる金額を準備金の１０倍から４０倍に引き上げたことにある。 

 ２００９年４月米国の政府年金を支える年金給付保証会社は株の暴落により

何千億ドルという公的年金の基金が不足していると発表した～政府職員を無事

退職させるためには増税が必要となる。 

 連邦準備金制度が創設された１９１３年以降流通している全てのマネー（硬

貨・紙幣・銀行の準備預金）の総量は２００７年までの８４年間で８２５０億ド

ル～１９７１年ニクソンがドル本位制を停止して以降急激に増加。 

 サブプライム問題の２００７年以降、通貨供給量は１兆７千億ドルと２倍に

達した、この結果考えられることは ＊ハイパーインフレが起こる ＊すべて

の通貨を刷り続けなければならなくなる ＊生活費が上昇する。 

 米国は世界最大の借金国だ、GDP は１４兆ドル強、今年時点で救済措置に使

った総額は GDP の約半額（日本の GDP の１，５倍相当）。 

 インターネットが世界中で引き起こしている変化は１４９２年にコロンブス

がアメリカ大陸を発見した時に比べ１００万倍も劇的なものと推測される。 

しかも目には見えず、頭脳で考えなければならない多くの人が取り残されてい

るのはそのせいだ。 

 古い産業は死にかけている、年配者の多くは古い企業の配当に頼っているが

GE は６８％、JP モルガンは８６％も配当を減少させている。 

｛ ９０；１０の法則 ｝ 

 ８０；２０の法則とは、結果の８０％は原因の２０％が生み出す、とのパート

レイの法則として知られている、金持ち父さんはこのルールを     Ｐ ２ 



一歩進めて、「お金の９０；１０の法則」と呼んだ、今の米国では富の９０％は

人口の１０％が所有している。 

｛ １０％に仲間入りする ｝ 

お金の言葉を学べば、陰謀の言葉を学ぶことになる、そのことでお金のことを

語るニセ預言者たちに騙されることが少なくなる＝お金を貯め、家を買い、借金

から抜け出し、投資信託を買う。 

＊貧乏人の言葉「私が金持ちになることはない」「お金に興味がない」「政府は私

たちの面倒を見るべきだ」 

＊中流の人の言葉「私は高賃金の安定した仕事についている」「この家は私の最

大の投資だ」「投資信託でうまく分散している」 

＊金持ちの人の言葉「いい従業員を見つけて雇いたい」「キャッシュフローを生

む１００戸の集合住宅を買いたい」「私の出口戦略は新規公開で自社株を売り

出すこと」 

２００７年に不動産と株式市場でお金を失った人は９０％の人はキャッシュフ

ローではなくキャピタルゲインで勝負していた。 

キャッシュフローのための投資は金融に関する高度な知識が必要、投資信託は

平均以下の投資家のためのもので A や B レベルの投資家には必要のない商品 

｛ 洗練された４つの投資 ｝ 

＊ビジネス＝金持ちは不労所得をもたらすビジネスをたくさん保有している 

＊収入をもたらす不動産投資＝安定した家賃を生む不動産物件 

＊ペーパーアセット＝簡単に買えて管理の手間が少なく流動性が高い 

＊コモディティ＝金や銀の現物購入 

｛ ウォーレンバフェットの教訓 ｝ 

～ウオール街はロールス・ロイスに乗った人が地下鉄で通勤している人にアド

バイスを聞きに来る唯一の場所。 

世界でもっとも有名な投資信託の一つであるマゼランファンドと代表的な

株式指標であるダウ平均と収益率で比較すると２０年以上運用されていない

ダウ平均のほうがはるかに好成績を上げている。 

一方、マゼランファンドは４８億ドルの手数料収入を得ている。 

｛ 重要なのは教育だ ｝ 世界で成功するためには 

① 学問的教育＝読み書きと数学の計算 

② 専門的教育＝働いてお金を稼ぐために必要な技能を学ぶ      Ｐ ３ 



③ ファイナンシャル教育＝お金を自分のために働かせる方法 

｛ 人生に必要の八つの必須要素 ｝ 

１． 使命＝自分の使命が何か悟り、紙に書付、何度も読み直して考え続ける 

２． チーム＝人は一人では生きられない、会計士・法律家など専門家も必要、

人生の成功は自分たちのチームの質がどれだけ高いかで決まる。 

３． リーダーシップ＝真のリーダーは自分のチームのメンバーの洞察力と価

値を理解するチーム成功のキーパースン。 

４． 製品＝その人の使命に合致していること 

５． 法律＝ルールを理解し、そのルールに従って可能な限り効率よく取組む 

６． システム＝会計・法律・コミュニケーション 

７． コミュニケーション＝言葉の使い方・お金の言葉を学ぶ・意思の疎通 

８． キャッシュフロー＝コントロールする方法を学ぶことで自分の人生をコ

ントロールできる。 

｛ 経験の円錐 ｝学習して知識を蓄えるのは最悪の方法 

＊最悪よりましな学習方法は講義を受けること 

＊グループディスカッションに参加すると記憶力が高まる 

＊シミュレーションやゲームで学ぶと２週間後に覚えている割合は最も高まり

９０％に達する。 

｛ ファイナンシャル教育を強化する授業 ｝ 

① お金の歴史を知る～金・銀から政府の信用と信頼に裏付けられた概念に

過ぎない紙幣 

  １９０３年一教育委員会創設～教育の影響力は大富豪の手に 

  １９１３年連邦準備制度創設  

  １９２９年大恐慌、連邦預金保険公社、連邦住宅局社会保障制度の創設 

       税金によって経済生活に対する支配を強めた 

  １９４４年ブレトンウッズ協定締結～IMF 創設米国ドルを事実上世界の準        

       備通貨とした 

  １９７１年ニクソン大統領が議会の承認を得ずに米国ドル金本位制を停止 

       このとき米国ドルは金でなく借金のデリバティブとなった、こ   

       れ以降米国経済は借金を増やすことで成長、その時から政府に 

       よる救済措置が始まった、１９８０年代のそれは数百万ドル、 

       １９９０年代は数十億ドル、そして今は数兆ドルに膨れ上った 

更に増え続けている、               Ｐ ４ 



このお金に関するルールの変更が史上最大の出来事の一つだ 

② 自分の財務諸表を理解する～損益計算書・貸借対照表＝銀行が知りたい

のは財務諸表の内容だ 

③ 資産と負債の違いは何か～資産は働かなくてもお金が入ってくる賃貸物

件や配当、負債は働いてもお金が出てゆく、自動車・住宅ローンなど 

④ キャピタルゲインとキャシュフローの違い 

ウォーレンバフェットの名言「株を買うのに世界一愚かな理由は、株が上

がっているから」というものだ 

キャッシュフローを生み出す資産からお金が出てくるようにする 

キャッシュフローを得るに投資するとほとんど投資リスクを回避、例え

ば配当利回りが株価の５％はその株価も素晴らしいというサインだ、 

反対に３％未満であればそれは高くなりすぎて今後値下がりが見当つく 

⑤ ファンダメンタルズ投資とテクニカル投資の違いは企業の財務実績を 

分析して投資するか、株価チャートを見て判断するかの違い 

⑥ 資産の強さを測る～人生に必要な八つの必須要素で判断する（前掲） 

⑦ よい人々を選ぶ方法～よいパートナーを見つける方法は悪いパートナー

を知ること、素晴らしい取引は「パートナー」「資金調達」「管理運営」 

  ＊投資信託「リスクは１００％自分」「利益の８０％は投資会社」 

⑧  最適な資産は何か知る～「ビジネス」「不動産」「ペーパーアセット 

   ＝株式・債券・貯蓄・投信「コモディティ＝金・銀など」 

⑨  集中すべき時と分散すべき時を知る 

    ウォーレンバフェット「分散とは無知に対するリスクの回避だ、自分 

    が何をやっているか分かっている人には意味がほとんどない」 

⑩  リスクを最小限に抑える～最良の第一歩は教育だ、第二は投資リスク

ヘッジ 

⑪ 税金を少なくする～所得には＊勤労所得＝その大部分は課税＊ポートフ

ォリオ所得＝中程度の課税＊不労所得＝最も税率が低い 

⑫ 借金と信用力の違い～マイホームの借金は悪い借金、賃貸物件を所有す

る借金はよい借金・ただし物件には A 級・B 級・C 級があり、B 級が良い

仕事のある地域の物件、自然や政府による制限のある物件、よい管理者の

物件 

⑬ デリバティブの使い方を知る～派生商品＝債務担保証券・不動産担保証

券＝ウォーレンバフェットは大量破壊兵器と呼んだ 

⑭ 自分の富がどのように盗まれるか知る 

⑮ 間違いを犯す方法を知る＝実体験を真似てやると９０％が記憶に残る 

                             Ｐ ５ 


